
主な内容

発行／栄村役場発行／栄村役場

■第49回栄村スキー大会開催結果について

■栄村コミュニティスクールについて

■ふるさと納税寄付金報告についてほか

■保健だより

■令和元年度栄中学校卒業生紹介
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　フキノトウが芽を出し、春の到来を告げてい
ます。フキノトウには、黄色い雄花、米粒のよ
うな白っぽい雌花（表紙写真）があり、ここ栄
村では雌花をコメと呼び、「苦味が少なく美味
しい」と言われています。心なしか、最盛期に
はコメから採取され、雄花が売れ残る傾向があ
るようです。（撮影：若狭久男）

～春の目覚め～　（撮影地：切欠原）

令和２年

第436号
３月号

広　報



（2）広 報 さ か え令和２年３月１日

　２月２日㈰さかえ倶楽部スキー場オリオンコースにおいて、第４９回栄村スキー大会が開催され
ました。１月にまとまった降雪がなく、スキー場も１月29日に営業を休止するなど、大会開催が
難しい状況でしたが、１月31日からの降雪と大会コースをオリオンコースにすることで大会を開
催することができました。
　村民は保育園児から大人まで３７名が出場し、また、姉妹都市である東京都武蔵村山市のスキー
協会から１４名の選手が特別参加で今回も出場し交流を深めることができました。大会コースを斜
度が急なコースに変更しましたが、前回を上回る出場者で大会を盛り上げていただきました。ま
た、栄スキークラブ、スキー場職員皆様の協力をいただきました。次回は第５０回大会です。是非
あなたも参加してみませんか。

●就学前
　優　勝　島崎　暖平（小　滝）
　準優勝　樋口　向陽（月　岡）
　第３位　樋口　大芽（青　倉）

●小学１年生
　優　勝　久保田美吹（箕　作）
　準優勝　樋口　湊斗（小　滝）

●小学２年生
　優　勝　島崎　夏芽（小　滝）
　準優勝　藤木虎太朗（極　野）

●小学３年生
　優　勝　月岡　紗愛（　森　）
　準優勝　樋口　四季（月　岡）
　第３位　保坂　泉妃（横　倉）

●小学４年生
　優　勝　南雲　獅悠（月　岡）
　準優勝　樋口　快晴（月　岡）
　第３位　葊瀬　花代（青　倉）

●小学５年生
　優　勝　岡　優希菜（箕　作）
　準優勝　髙橋未優乃（青　倉）

●小学６年生
　優　勝　福原　弥夢（小赤沢）
　準優勝　関谷　　煌（月　岡）
　第３位　南雲　心結（月　岡）

●中学生以上39歳以下男子
　優　勝　樋口　祐介（小　滝）
　準優勝　髙橋　侑椰（青　倉）
　第３位　岡　　一太（箕　作）

●40歳以上54歳以下男子
　優　勝　関谷　和仁（月　岡）
　準優勝　北條　明浩（栄小勤務）
　第３位　南雲　忠男（月　岡）

●55歳以上男子
　優　勝　下　　育郎（栄小勤務）
　準優勝　山田　義孝（上野原）
　第３位　樋口　武夫（小　滝）

武
蔵
村
山
市
ス
キ
ー
協
会
の
皆
さ
ん

今
大
会
の
最
速
タ
イ
ム
　
樋
口
祐
介
選
手

保
育
園
児
も
が
ん
ば
り
ま
し
た

大会結果

第49回栄村スキー大会開催



広 報 さ か え（3） 令和２年３月１日

三
年
目
の 

　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

栄

村

　

平
成
二
十
九
年
四
月
に
栄
小
・
中
学

校
に
栄
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が

発
足
し
、
今
年
度
三
年
目
の
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
昨
年
か
ら
引
き
続
き
、

ほ
と
ん
ど
の
学
年
で
様
々
な
活
動
の
中

で
地
域
の
講
師
の
方
に
お
世
話
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
か

ら
当
日
の
授
業
ま
で
、
児
童
の
学
び
を

考
え
た
授
業
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
今
年
度
『
さ
か
え
ふ
る

さ
と
塾
』
で
栄
村
の
良
さ
を
発
信
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
学
習
に
取
り
組
ん

だ
た
め
、
昨
年
度
の
よ
う
に
地
域
の
方

に
お
世
話
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
農
園
作
業
や
保
健
体
育
、

家
庭
科
の
授
業
で
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
地
域
の
講
師
の
皆
様
の
お
か
げ
で

充
実
し
た
学
習
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
も
栄
村
で
は
地
域
の
皆
様
に

支
援
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
教
育
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
よ
り

多
く
の
皆
様
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
た
め
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

栄
小
学
校
で
は
、
毎
年
三
、四
年
生

が
横
倉
の
「
睦
会
」
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
作
物
栽
培
や
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
そ
ば
に
替
わ
り
、「
大
根
」

を
育
て
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
大
根
は
、
子
ど
も
た
ち
が

お
で
ん
と
漬
け
物
に
し
て
交
流
時
に
み

ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。
初
め
て
の
調
理

で
し
た
が
、
上
手
に
で
き
、
睦
会
の
皆

さ
ん
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

三
年
生
は
、
地
域
の
山
野
草
を
調
べ

る
中
で
、
小
滝
古
道
に
も
出
か
け
、
講

師
に
小
滝
の
中
澤
謙
吾
さ
ん
を
お
呼
び

し
て
、
絶
滅
危
惧
種
も
含
め
て
多
く
の

栄
村
の
良
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

四
年
生
は
、
横
倉
の
渡
辺
利
正
さ
ん

う
め
子
さ
ん
ご
夫
婦
や
月
岡
の
樋
口
松

子
さ
ん
を
講
師
に
栄
村
の
伝
統
野
菜
の

「
し
し
こ
し
ょ
う
」
作
り
を
行
い
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
そ
の
し
し
こ
し
ょ
う

を
使
っ
た
商
品
開
発
を
考
え
、
う
ど
ん

に
練
り
込
ん
だ
り
、
そ
の
他
の
ア
イ
デ

ィ
ア
も
試
そ
う
と
し
た
り
と
学
習
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
ク
ラ
ブ
活
動
の
「
あ
ん

ぼ
」作
り
や
絵
手
紙
教
室
、五
学
年
の
米

作
り
な
ど
多
く
の
活
動
で
地
域
の
方
に

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
子
ど
も
た
ち

の
ふ
る
さ
と
学
習
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

栄
中
学
校
で
は
、
本
年
度
も
農
園
作

業
で
、
森
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
収
穫
し
た
サ
ツ
マ

イ
モ
は
、
十
一
月
に
、
森
老
人
ク
ラ
ブ

の
方
と
の
交
流
会
で
一
緒
に
焼
き
芋
を

食
べ
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

来
年
度
は
、『
さ
か
え
ふ
る
さ
と
塾
』 

で
も
多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ししこしょうを練りこんだうどんの試作 横倉「睦会」の皆さんと大根づくり

森老人クラブの皆さんと焼き芋で交流



（4）広 報 さ か え令和２年３月１日

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
報
告

電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
の
活
用
に
つ
い
て

栄
村
長
選
挙
及
び
栄
村
議
会

議
員
補
欠
選
挙
日
程
の
予
定

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

コ
メ
生
産
農
家
の
支
援
及
び
農
業
振

興
を
目
的
と
し
た
寄
付
金
を
今
年
度
も

募
り
、
寄
附
金
1
万
円
に
つ
き
栄
村
産

特
Ａ
米
「
心
づ
か
い
」
5
㎏
を
お
礼
の

品
と
し
て
発
送
し
て
い
ま
す
。
寄
附
額

に
つ
き
ま
し
て
は
次
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◇
農
業
支
援
目
的
寄
附
額
（
1
月
末
現
在
）

2
2
，1
4
0
，0
0
0
円　

4
6
4
件

　

そ
の
他
一
般
寄
附
金
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
一
般
寄
附
額
（
1
月
末
現
在
）

�

1
，4
9
5
，9
9
3
円　

68
件

◇
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
と
は

　

発
電
用
施
設
の
立
地
地
域
・
周
辺
地

域
で
行
わ
れ
る
公
共
用
施
設
の
整
備

や
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業

に
対
し
て
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と

で
、
発
電
用
施
設
の
設
置
に
係
る
地
元

の
理
解
促
進
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

今
年
度
栄
村
に
お
い
て
は
、
交
付
金

1
4
，6
0
4
千
円
を
有
効
活
用
し
保
育

所
運
営
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

栄
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
交
付
金
活
用
状
況
と
事
業
評

価
報
告
書
を
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

財
政
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

栄村周辺発電用施設

発電施設の名称 施設の位置 認可出力

東京電力　信濃川発電所 飯山市　西大滝 17.70万kw

東京電力
中津川第一発電所 津南町　穴藤 12.60万kw

東京電力　切明発電所 切明 2.00万kw

東北電力　宮野原発電所 長瀬 0.25万kw

中部電力
志久見川第一発電所 長瀬 0.61万kw

中部電力
志久見川第二発電所 極野 0.66万Kw

公
民
館
講
座「
心
の
抱
っ
こ
」

　

心
の
抱
っ
こ
は
、「
赤
ち
ゃ
ん
の
抱

き
方
」
で
は
な
く
、「
子
ど
も
の
心
を

抱
き
し
め
る
た
め
の
方
法
」
で
す
。

　

年
齢
を
問
わ
ず
、
ま
た
ハ
ン
デ
ィ
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
幅
広
く
適
用
で
き

ま
す
。
子
ど
も
と
大
人
が
心
を
通
わ
せ

な
が
ら
共
に
成
長
し
て
い
く
た
め
の
、

考
え
方
と
手
立
て
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
と
し
て
、
多
く
の
親
や
子
ど
も
と
関

わ
る
専
門
職
の
方
々
か
ら
、
熱
い
支
持

を
受
け
て
い
ま
す
。

◇
期
　
日　

令
和
２
年
３
月
15
日
㈰

◇
時
　
間　

受
付
午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　
　

講
演
会

午
前
10
時
30
分
～
正
午

◇
場
　
所　

役
場
２
階
大
会
議
室

◇
講
　
師　

小
林
夕
香
先
生

　
（
日
本
抱
っ
こ
法
協
会

　

癒
し
の
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
信
州
）

◇
参
加
料　

無
料

◇
対
象
者

　

村
内
に
在
住
又
は
在
勤
す
る
方

　
（
子
育
て
中
の
方
に
限
り
ま
せ
ん
）

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
公
民
館　

☎
8
7
─

2
1
0
0

〇
栄
村
長
立
候
補
予
定
者
説
明
会

①
日
時　

令
和
2
年
4
月
7
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時

②
会
場

　

栄
村
役
場　

議
場
兼
大
会
議
室

③
対
象
者

　

立
候
補
予
定
者
若
し
く
は
そ
の
代
理

人
3
人
以
内

④
内
容

　

立
候
補
の
手
続
き
、
選
挙
運
動
の
注

意
事
項
な
ど

⑤
そ
の
他

　

立
候
補
の
届
出
な
ど
に
必
要
な
書
類

を
お
渡
し
し
ま
す
。

〇
栄
村
議
会
議
員
補
欠
選
挙
立
候
補
予

定
者
説
明
会

①
日
時　

令
和
2
年
4
月
７
日
㈫

　
　
　
　

午
後
1
時

②
会
場

　

栄
村
役
場　

議
場
兼
大
会
議
室

③
対
象
者

　

立
候
補
予
定
者
若
し
く
は
そ
の
代
理

人
3
人
以
内

④
内
容

　

立
候
補
の
手
続
き
、
選
挙
運
動
の
注

意
事
項
な
ど

⑤
そ
の
他

　

立
候
補
の
届
出
な
ど
に
必
要
な
書
類

を
お
渡
し
し
ま
す
。

〇
選
挙
期
日

　

告　

示　

令
和
2
年
4
月
21
日
㈫

　

投
票
日　

令
和
2
年
4
月
26
日
㈰

〇
問
い
合
わ
せ
先

　

栄
村
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
0
2
6
9
─

8
7
─

3
1
1
2



広 報 さ か え（5） 令和２年３月１日

よ りだ健保

健診受診で未来の自分へ自己投資しましょう

　今年も各種検診申込調査書の届く時期になりました。体調はいかがでしょうか。「自分は健康だ」
と感じている人も、「ちょっと悪いとこはあるけどまぁまぁだ」と感じている人も、 気づかない
うちに少しずつ、健康が損なわれている可能性があります。
　生活習慣病は自覚症状がなく進行することがほとんどです。目には見えない身体の異常を健診
で発見し、生活習慣を改善することで、脳梗塞や心筋梗塞、糖尿病などの命にかかわる大病を予
防しましょう。

　忙しくて健診を受けられない、という方

　仕事や子育て、家のことなど、忙しい日々を送っている方は大変多いと思います。そんな人ほ
ど自分の身体を気にする機会や時間は少なくなりがちです。今はバリバリ動けても、もし病気で
倒れたら？どんな生活になるでしょうか。健診は年１回、数時間～半日程度です。将来の多くの
時間や家計を守るために、是非健診を受けましょう！
　なお、村の集団健診の日程でご都合のつかない方は、長野県内の医療機関でも健診を申し込み、
受診をすることができます。詳しくは役場健康支援係までお問い合わせください。

　病院にかかっているから健診は受けなくていい、と考えている方

　病院へ受診している方の中には、血液検査などを定期的に行っている方もいるかと思います。
しかし医療機関で行う血液検査などの各種検査は、健康診断に必要な項目が満たされていない場
合があります。そのため、村の健診または人間ドックの受診をおすすめいたします。

　健診を受けた後は？　結果を確認し、生活改善をしましょう

　健診を受診した結果、生活習慣病のリスクが高いと判断された方は、特定保健指導の対象者に
なります。村の保健師や管理栄養士と面接で目標や方法を決め、生活習慣改善を実施します。な
お、生活習慣の改善は継続していくことが重要です。小さなことから無理のない取り組みを重ね、
大きな成果にしていきましょう。

あなたのからだ、健康ですか？
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.54

　

こ
ん
に
ち
は
、
秋
山
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
石
川
で
す
。
近
年
で
も
稀
な
暖

冬
に
よ
り
例
年
と
は
違
っ
た
雪
景
色
に

戸
惑
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
去
年
か
ら
居

住
宅
を
変
更
し
て
初
め
て
の
冬
、
改
め

て
雪
と
の
闘
い
に
四
苦
八
苦
し
て
お
り

ま
す
。
雪
対
策
に
お
け
る
皆
様
の
知
恵

に
は
日
々
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
同
時
に
自
身
の
体
力
の
無
さ

と
太
り
過
ぎ
の
身
体
を
恥
じ
、
早
急
な

改
善
を
実
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
皆
様
も
食
べ
過
ぎ
、
飲
み

過
ぎ
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

去
年
の
秋
か
ら
開
始
し
た
自
家
用
有

償
運
送
「
山
タ
ク
」
も
冬
季
に
入
り
運

行
数
も
大
分
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
来
訪
者
の
利
用
が
多
か
っ
た

証
明
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
分
秋
季
の

配
車
（
運
転
手
決
め
）
に
は
苦
労
が
あ

り
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
現
行
の
運
転

手
の
ほ
と
ん
ど
が
本
業
を
持
っ
て
お
り

運
転
で
き
る
時
間
に
限
り
が
あ
る
か
ら

で
す
。
常
に
運
転
で
き
る
か
た
が
い
れ

ば
い
い
な
と
は
思
い
ま
す
が
、
定
年
年

齢
の
引
き
上
げ
、
運
転
免
許
の
早
期
返

納
の
推
奨
な
ど
の
社
会
問
題
の
後
押
し

も
あ
り
そ
う
い
っ
た
人
材
は
か
な
り
希

少
で
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
何
事
も
担
い

手
不
足
は
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
実

感
す
る
日
々
で
す
。　

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
現
在
地
域
住

民
が
皆
で
集
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

い
く
つ
か
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
昔
は
そ

れ
こ
そ
地
域
行
事
、
特
に
小
学
校
区
に

行
事
で
集
ま
れ
る
機
会
も
多
か
っ
た
で

す
が
段
々
と
行
わ
れ
る
地
域
が
減
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
子
供
の
活
気
が
地

域
の
活
気
と
は
正
に
と
思
う
と
こ
ろ
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
集
ま
れ
る
機
会
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

石
川
泰
正
）

�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

第
5
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
会

が
2
月
8
日
㈯
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
応
募
総
数
1
6
8
点
。
大
勢
の

皆
さ
ん
に
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

審
査
員
は
7
名
。
審
査
員
と
し
て
、
日

本
現
代
写
真
家
協
会
所
属
の
飯
塚
英
春

さ
ん
、
戸
谷
英
利
さ
ん
、
ま
た
京
都
の

「
A
M
S
写
真
館
」
田
代
功
次
さ
ん
に
も

お
越
し
い
た
だ
き
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
厳
正
に
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
受
賞
数
は
最
優
秀
賞
が
１
、
季

節
部
門
４
、
暮
ら
し
・
生
活
部
門
１
、
祭

り
・
伝
統
部
門
１
、
植
物
・
花
部
門
１
、

学
生
部
門
１
、
そ
し
て
ス
ポ
ン
サ
ー
部
門

17
、
特
別
賞
３
と
全
部
で
29
も
の
賞
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
、
地
域
内
外
の
関
係
者
の
ご
協
力
の
た

ま
も
の
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
十
日
町
高
校
の
写
真
部

に
所
属
す
る
学
生
さ
ん
た
ち
が
数
多
く
応

募
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
は
今
後
も
継
続
す
る
予
定
な
の
で
、
年

齢
問
わ
ず
、多
く
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

小
中
学
生
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
こ
れ
ぞ
と
い

う
写
真
を
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

審
査
会
の
様
子
、
審
査
結
果
は
苗
場
山

麓
ジ
オ
パ
ー
ク
Ｈ
Ｐ
（https://naeba-

geo.org/

）
に
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
文
責　

越
智
）

２月上旬の秋山

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
認
定
試
験
の
お
知
ら
せ

【
日
時
・
内
容
】

　

3
月
14
日
㈯　

10
時
～
11
時

　

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
認
定
試
験
（
初
級
）

を
行
い
ま
す
。

【
場
　
所
】
津
南
町　

な
じ
ょ
も
ん

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具

【
検
定
料
】
無
料

【
申
込
み
・
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
】

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
０
２
５
─

７
６
５
─

１
６
０
０

最優秀賞
「ちょうちん行列」
横倉のちょうちん
行列です。

審査会の様子
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❖❖
村
史
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

エ
ゴ
マ
講
演
会
・
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

長
野
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
４
月
か
ら
県
の
廃
棄
物
業
務
の

窓
口
が
変
わ
り
ま
す
～

　

た
と
え
ば
書
画
人
の
書
籍
で
は
、
大

和
絵
の
土
佐
派
は
、
昔
か
ら
の
遺
風
を

今
に
伝
え
、
狩か

野の
う

派
は
土
佐
派
流
と
継

承
し
つ
つ
も
、
探た

ん

幽ゆ
う

の
と
き
に
一
変
し

て
新
た
な
画
風
を
生
み
出
し
た
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
書
籍
を
入
手
す
る
に
は
大

金
が
、
読
み
こ
な
す
に
は
高
い
教
養
が

必
要
で
す
。
若
干
の
汚
れ
や
傷
み
が
あ

り
ま
す
が
、
ど
れ
も
み
な
希
少
性
の
高

い
史
料
と
い
え
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
史
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８ 

　

２
月
27
日
㈭
第
４
回
栄
村
史
編
纂
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
書

名
を
『
長
野
県
栄
村
誌
歴
史
編
』
及
び

『
長
野
県
栄
村
誌
自
然
編
』
と
決
定
し

ま
し
た
。
新
潟
県
内
に
『
栄
村
誌
』
が

す
で
に
発
刊
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
史
」

は
自
然
編
に
な
じ
ま
な
い
こ
と
か
ら
、

「
長
野
県
」
を
置
き
、「
史
」
を
「
誌
」

に
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
発
刊
冊
数
は
歴
史
編
・
自
然

編
と
も
に
１
２
０
０
部
と
し
、
印
刷
製

本
の
業
務
に
あ
た
る
業
者
選
定
に
つ
い

て
は
、
指
名
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施

す
る
こ
と
も
決
定
し
ま
し
た
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
小
赤
沢
の
福
原
照

一
家
所
蔵
史
料
は
、
江
戸
時
代
後
期
か

ら
明
治
時
代
前
期
に
江
戸
や
京
都
で
出

版
さ
れ
た
書
籍
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
内

容
は
俳
諧
、
和
歌
、
物
語
な
ど
文
学
に

関
す
る
も
の
、
書
画
人
や
武
将
伝
に
関

す
る
歴
史
も
の
、
論
語
や
孟
子
な
ど
の

哲
学
も
の
に
大
別
で
き
ま
す
。

書
名
を「
史
」か
ら「
誌
」へ

福
原
照
一
家
史
料
紹
介

江戸時代の用語辞典

　

2
月
20
日
に
日

本
エ
ゴ
マ
普
及
協

会
の
服
部
圭
子
さ

ん
、
服
部
充
希
さ

ん
を
お
招
き
し

て
、
エ
ゴ
マ
と
健

康
に
か
か
わ
る
講

演
会
と
料
理
教
室

を
実
施
し
ま
し

た
。「
エ
ゴ
マ
が

こ
ん
な
に
も
体
に

良
い
な
ん
て
知
ら

な
か
っ
た
」「
大

変
勉
強
に
な
っ

た
」
な
ど
の
ご
意

見
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
こ
の
講
演

会
・
料
理
教
室
は
保
健
推
進
員
よ
り
開

催
の
要
望
が
あ
り
企
画
し
ま
し
た
。
皆

様
の
中
で
も
食
育
に
係
る
講
演
会
・
料

理
教
室
な
ど
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

栄
村
役
場
民
生
課
へ
お
声
掛
け
く
だ
さ

い
。
補
助
金
申
請
や
運
営
な
ど
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

民
生
課
健
康
支
援
係

　

☎
0
2
6
9
─

8
7
─

3
0
2
0

　

県
の
組
織
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

北
信
地
域
振
興
局
で
行
っ
て
い
た
廃
棄

物
業
務
（
監
視
指
導
、
処
理
業
・
施
設

許
可
な
ど
）
が
、
長
野
県
地
域
振
興
局

に
集
約
さ
れ
ま
す
。

   　
「
不
法
投
棄
! ?
」
と
思
っ
た
ら
、
①

長
野
県
地
域
振
興
局
環
境
・
廃
棄
物
対

策
課（
☎
0
2
6
─

2
3
4
─

9
5
3
3
）、

②
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
「
不
法
投
棄
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」（
☎
0
1
2
0
─

5
3
0
─

3
8
6
）、
又
は
③
最
寄
り
の
市
町
村

環
境
担
当
窓
口
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

北
信
地
域
振
興
局
環
境
課

　

☎
0
2
6
9
─

2
3
─

0
2
0
2

北信地域振興局　環境課
（北信合同庁舎1階）

長野県地域振興局　
環境・廃棄物対策課
（長野合同庁舎3階）
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１月火災・救助・救急出動件数

最高気温 14.6℃ １月28日㈫

最低気温 －4.6℃ １月22日㈬

平均気温 2.1℃ 総 雨 量 247㎜

栄村の気象（１月）

世帯数 805世帯 前月比－1
人　口 1,789人 －9
男 861人 －6
女 928人 －3

出生 1
死亡 5
転入 1
転出 6

世帯と人口（２月１日現在） １月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 1 109 飯山日赤� 11

津南病院� 2
そ の 他� 3
不 搬 送� 0
合　　計� 16
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 18

野沢温泉村 0 0 44

栄 村 0 1 13

管 轄 外 等 0 0 2

幸せを　みんなで守る　火の用心

３月の納税等
○村営住宅料　　○ケーブルテレビ使用料
○教員住宅使用料　○合併浄化槽使用料
○保育料　　　　○農業集落排水処理使用料
○温泉使用料　　○温泉休憩所使用料
○学童保育料　　○雪害救助負担金

◆◆ 編集後記 ◆◆
　今年度も残すところ１ヶ月を切りました。私
が今年度から広報担当を務めさせていただき、
もうすぐ１年となります。不慣れながらも皆様
に少しでも多く興味を持っていただけるように
試行錯誤し発行を続けてきました。未だに表紙
や内容のレイアウトに初心者感を醸し出してい
ますが、この先何年も残る大切な広報ですので
毎号工夫に工夫を重ねて発行していきたいと思
っております。
　今後ともよろしくお願いいたします。

生活カレンダー３月
８
日
㈰　

栄
村
文
化
財
保
護
活
動
報
告
会

【
こ
ら
っ
せ　

午
後
１
時
か
ら
】

10
日
㈫　

保
育
園
開
放
日【

午
前
９
時
～
午
前
11
時
】

14
日
㈯　

秋
山
分
校
卒
業
証
書
授
与
式
・
休
校
式

【
秋
山
分
校　

午
前
10
時
半
か
ら
】

18
日
㈬　

栄
小
学
校
卒
業
式

【
栄
小
学
校　

午
後
１
時
半
】

　
　
　
　

栄
中
学
校
卒
業
式

【
栄
中
学
校　

午
前
９
時
半
】

25
日
㈬　

保
育
園
卒
園
式

【
北
信
保
育
園　

午
前
９
時
半
か
ら
】

29
日
㈰　

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場　

ク
ロ
ー
ズ

５
日
㈭　

心
と
か
ら
だ
の
健
康
相
談
会

【
役
場　

午
後
２
時
か
ら
】

９
日
㈪　

幼
児
健
診【
集
団
健
診
室　

午
後
１
時
】

11
日
㈬　

子
育
て
相
談
日

【
ひ
な
た
ぼ
っ
こ　

午
前
９
時
】

13
日
㈮　

あ
そ
び
の
教
室【
保
育
園　

午
前
10
時
】

18
日
㈬　

心
理
相
談
【
役
場　

午
前
９
時
】

24
日
㈫　

離
乳
食
教
室【集

団
健
診
室　

午
前
10
時
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　３月31日㈫です
口座振替日
　農協・郵便局　　　３月23日㈪
　八十二銀行・県信　３月25日㈬

佑
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北
信
保
育
園
で
、
年
中
さ
ん
と

年
長
さ
ん
が
豆
腐
作
り
を
体
験
し

ま
し
た
。
保
育
園
の
園
庭
に
は
、

毎
年
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
が
保
育
士

さ
ん
に
よ
り
栽
培
さ
れ
て
給
食
に

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は

そ
の
畑
の
一
部
を
使
っ
て
用
途
の

多
い
大
豆
の
栽
培
に
挑
戦
。
昨
年

初
夏
の
種
ま
き
か
ら
収
穫
、
選
別

作
業
を
み
ん
な
で
行
い
ま
し
た
。

豆
仕
事
が
終
わ
る
ま
で
は
遊
び
は

お
預
け
。
時
に
は
文
句
を
言
い
な

が
ら
も
お
い
し
い
豆
腐
を
目
指
し

て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
大
豆
は
全
部
で
４
・

８
㎏
。
そ
の
内
の
１
・
６
㎏
で
豆

腐
を
作
り
ま
し
た
。

　

講
師
は
月
岡
の
樋
口
松
子
先

生
。
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
か
れ

た
手
順
に
沿
っ
て
、
大
豆
と
水
を

量
っ
て
ミ
キ
サ
ー
に
入
れ
、
時
計

を
見
な
が
ら
粉
砕
。
鍋
に
移
し
て

火
に
か
け
、
灰
汁
を
取
り
、
さ
ら

し
で
こ
す
と
、
お
か
ら
と
豆
乳
が

出
来
上
が
り
ま
す
。
に
が
り
を
入

れ
て
だ
ん
だ
ん
豆
腐
が
出
来
上
が

っ
て
い
く
の
を
興
味
津
々
に
見
守

り
ま
し
た
。
出
来
立
て
の
優
し
い

甘
さ
の
お
ぼ
ろ
豆
腐
を
「
お
い
し

い
、
お
い
し
い
」
と
お
か
わ
り
し

な
が
ら
味
わ
い
ま
し
た
。
自
分
た

ち
で
種
ま
き
か
ら
携
わ
っ
た
食
べ

も
の
づ
く
り
は
格
別
の
体
験
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
型
に
入
れ
た
四
角

い
お
店
で
売
っ
て
い
る
よ
う
な
豆

腐
も
作
っ
て
、
後
日
給
食
で
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
方
の
話
で
は
今
後
、
ま
だ

残
っ
て
い
る
３
㎏
の
大
豆
で
納
豆

や
味
噌
が
作
れ
た
ら
い
い
ね
、
と

早
く
も
今
後
の
使
い
か
た
や
、
将

来
園
の
給
食
で
使
う
味
噌
を
自
給

す
る
た
め
の
構
想
な
ど
夢
を
語
り

合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
に
は
、
自
分
た
ち
の

口
に
入
る
食
べ
も
の
が
、
大
切
に

育
て
ら
れ
た
畑
か
ら
で
き
て
い
る

こ
と
を
学
べ
る
良
い
取
り
組
み
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
村
民
皆
さ
ん

で
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

育てた大豆で豆腐作り
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す
。）
人
に
差
し
上
げ
る
も
の
は
白
米

を
使
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

現
在
は
ご
家
庭
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
を
し
た
材
料
を
使
う
と
思
い
ま
す

が
、
今
回
は
青
豆
に
黒
豆
、
青
の
り
、

桜
エ
ビ
、
え
ご
ま
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
材

料
を
用
意
し
、
見
た
目
も
き
れ
い
な
耳

だ
ん
ご
を
楽
し
ん
で
み
ま
し
た
。

　

思
っ
た
よ
り
も
簡
単
に
で
き
ま
す
の

で
、
作
っ
た
こ
と
が
な
い
！
と
い
う
方

も
来
年
は
ぜ
ひ
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
と

一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

２
月
15
日
の
お
釈
迦
様
の
命
日
に
お

供
え
す
る
栄
村
の
伝
統
食
「
耳
だ
ん

ご
」。
今
回
は
村
の
健
康
支
援
係
に
協

力
を
い
た
だ
き
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

毎
回
人
気
の
こ
の
講
座
。
森
の
桑
原

千
恵
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
0
歳

か
ら
80
代
の
方
ま
で
賑
や
か
に
楽
し
く

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昔
、
自
家
用
の
耳
だ
ん
ご
は
、
ク
ズ

の
玄
米
を
使
い
（
昔
こ
の
よ
う
な
低
質

な
原
料
を
ア
ラ
モ
ト
と
呼
ん
だ
そ
う
で

こ
ら
っ
せ
通
信

◦
栄
村
自
然
学
校

◦
公
民
館
講
座

　
耳
だ
ん
ご
作
り

こ
ら
っ
せ
来
館
者
数

・
来
館
者
（
令
和
元
年
12
月
～
令
和
２

　

年
１
月
末
）
…
…
…
…
…
２
０
０
名

・
オ
ー
プ
ン
（
平
成
28
年
８
月
）
か
ら

　

の
累
計 

…
…
…
…
…
７
，９
４
９
名

　

今
回
は
、
早
そ
ば
作
り
に
挑
戦
。
給

食
で
食
べ
て
知
っ
て
は
い
て
も
、
あ
ま

り
身
近
な
食
べ
物
で
は
な
い
早
そ
ば
。

栄
村
食
文
化
レ
シ
ピ
編
集
委
員
会
発
行

の
「
ば
あ
の
ご
っ
つ
ぉ
う
ん
め
ぇ
～
の

し
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
　

大
根
が
そ
ば
粉
に
か
ら
ま
っ
て

「
ハ
レ
」
の
料
理
の
手
打
ち
そ
ば
に

似
て
見
え
る
事
と
、
手
早
く
出
来
る

こ
と
か
ら
「
早
そ
ば
」
と
呼
び
、
主

に
秋
山
地
区
で
普
段
の
食
に
作
っ

た
。
2
0
0
2
年
に
長
野
県
の
選
択

無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　　

材
料
の
大
根
は
、
前
回
の
自
然
学
校

時
に
み
ん
な
で
作
っ
た
大
根
ツ
グ
ラ
か

ら
出
し
ま
し
た
。
本
来
な
ら
た
く
さ
ん

の
雪
に
覆
わ
れ
、
ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
て

み
ん
な
で
掘
り
起
こ
す
は
ず
だ
っ
た
の

で
す
が
、
ま
さ
か
こ
の
時
期
ほ
と
ん
ど

雪
が
無
い
な
ん
て
誰
が
想
像
し
た
で
し

ょ
う
。
雪
の
布
団
が
氷
点
下
の
寒
さ
を

防
い
で
凍
ら
な
い
は
ず
だ
っ
た
の
で
す

が
。

　

不
安
い
っ
ぱ
い
で
開
け
て
み
ま
し
た

と
こ
ろ
、
た
っ
ぷ
り
の
杉
の
葉
に
守
ら

れ
た
お
か
げ
か
み
ず
み
ず
し
く
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
の
大
根
が
出
て
き
ま
し
た
。
梨

の
よ
う
に
甘
い
大
根
を
つ
ま
み
食
い
し

な
が
ら
早
そ
ば
作
り
に
挑
み
ま
し
た
。
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り
右
腕
を
伸
ば
し
て
、
親
指
か
ら
肩
ま

で
を
左
手
の
親
指
で
押
し
て
い
き
ま

す
。
左
腕
も
同
様
に
行
い
ま
す
。
痛
み

を
感
じ
る
と
こ
ろ
が
滞
っ
て
い
る
と
こ

ろ
だ
そ
う
で
す
。

　

水
分
を
摂
り
、
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
し
て
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
身
体
に

な
る
よ
う
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
工

場
の
稼
働
率
が
下
が
り
、
物
流
制
限
も

あ
り
自
給
率
40
％
以
下
の
日
本
の
食
料

事
情
が
心
配
だ
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま

す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
す
栄
村
で
は
食
料
自

給
率
80
％
～
90
％
（
※
）
の
暮
ら
し
を

さ
れ
て
い
る
方
も
数
多
く
、
き
れ
い
な

空
気
、
お
い
し
い
水
、
数
々
の
温
泉

e
t
c
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
身
体
づ

く
り
に
欠
か
せ
な
い
も
の
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
宝
も
の
が
い
っ
ぱ
い
の

栄
村
で
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
暮
ら
し
を
誇
り

に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
文
が
発
行
さ
れ
る
3
月
に
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
収
束
し
、
マ
ス

ク
も
消
毒
液
も
店
頭
に
並
ぶ
よ
う
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

�

編
集
委
員　

齋
藤
和
代

※
栄
村
の
自
給
率
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

す
。
し
か
し
、
か
つ
て
の
路
線
バ
ス
の

よ
う
に
津
南
の
街
ま
で
直
行
す
る
便
が

早
朝
の
１
便
し
か
な
く
、
あ
と
は
津
南

町
見
玉
で
越
後
交
通
の
バ
ス
に
乗
り
換

え
に
な
り
ま
す
。
お
年
寄
り
が
、
両
手

い
っ
ぱ
い
で
の
買
い
物
帰
り
な
ど
は
と

て
も
骨
が
折
れ
ま
す
。

　

各
集
落
や
主
な
施
設
に
は
A
E
D
を

配
置
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
せ
っ
か

く
の
備
え
で
す
の
で
、
他
人
任
せ
で
な

く
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
使
え
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
将
来
に

向
け
て
何
か
を
や
り
だ
さ
な
い
と
、
秋

山
郷
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
秋
山
郷

で
暮
ら
す
私
た
ち
が
、
何
か
に
気
づ
い

て
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
住
民
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と

も
あ
る
の
で
、
行
政
の
方
に
も
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

�

編
集
委
員　

阿
部
美
代
子

栄
村
の
暮
ら
し
は
強
い
‼

　

１
月
の
終
わ
り
に
皇
室
専
属
医
の
寺

澤
早
苗
先
生
の
お
話
を
聴
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。

　

赤
ひ
げ
先
生
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
で
、
85
歳
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

肌
つ
や
つ
や
で
は
つ
ら
つ
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

長
野
県
は
長
寿
日
本
一
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
健
康
長
寿
か
と
言
え
ば
そ

う
で
は
な
い
と
、
辛
口
な
こ
と
を
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
ニ
ュ

ー
ス
が
連
日
報
道
さ
れ
る
中
、
マ
ス
ク

や
消
毒
液
が
店
頭
か
ら
売
り
切
れ
の
事

態
に
な
っ
て
い
る
け
ど
、
免
疫
力
を
高

め
て
お
け
ば
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

人
間
の
身
体
の
６
割
は
水
分
で
で
き

て
い
る
の
で
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す

る
こ
と
で
ウ
イ
ル
ス
か
ら
身
体
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
を
診
る
お
医

者
さ
ま
は
一
人
の
患
者
さ
ん
を
診
る
ご

と
に
一
口
の
水
を
飲
む
そ
う
で
す
。
コ

ッ
プ
一
杯
の
水
を
ゴ
ク
ゴ
ク
飲
む
の
で

は
な
く
、一
口
ふ
く
む
の
だ
そ
う
で
す
。

一
日
に
何
度
も
含
む
こ
と
が
大
切
だ
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

す
る
こ
と
。
入
浴
の
際
、
湯
船
に
つ
か

新
年
に
思
う
「
将
来
の
秋
山
郷
」

　

未
来
の
秋
山
郷
を
考
え
る
と
、
何
軒

く
ら
い
家
庭
が
あ
っ
て
、
暮
ら
し
て
い

る
人
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
自
分
自
身
も
あ
と
20
年
30
年
後
に

は
70
歳
80
歳
に
な
っ
て
暮
ら
し
て
い
ら

れ
る
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
公
共

の
道
路
を
冬
の
間
除
雪
し
て
く
れ
る
人

が
い
る
の
か
？
も
し
除
雪
し
て
も
ら
え

な
く
な
る
と
津
南
町
や
飯
山
方
面
に
買

い
物
に
出
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。買
い
物
に
出
ら
れ
な
い
と
な
る
と
、

食
料
の
調
達
が
で
き
ま
せ
ん
。そ
れ
に
、

急
病
の
人
が
出
て
も
道
路
が
通
れ
な
け

れ
ば
病
院
に
も
行
か
れ
ま
せ
ん
。
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
頼
む
し
か
な
く
な
る
で
し

ょ
う
か
。
救
急
車
は
最
奥
ま
で
１
時
間

以
上
か
か
り
ま
す
。

　

現
在
秋
山
で
は
、
一
昨
年
の
10
月
に

路
線
バ
ス
が
廃
止
に
な
り
、
予
約
制
の

デ
マ
ン
ド
バ
ス
が
利
用
さ
れ
て
い
ま

一
石
を
投
じ
る

館
報
編
集
委
員
が
村
で
の
暮

ら
し
を
思
っ
て
み
ま
し
た



公民館報�さ か え（13） 令和２年３月１日

ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
し
、
行

っ
た
こ
と
の
な
い
場
所
も
沢
山
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
編
集
委
員
と
し
て
村
内

の
色
々
な
場
所
を
取
材
さ
せ
て
頂
く
機

会
も
多
く
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
自
分

の
中
で
、
知
ら
な
い
こ
と
を
知
れ
る
楽

し
み
や
新
し
い
こ
と
が
増
え
て
い
く
楽

し
み
を
感
じ
つ
つ
、
今
年
も
、
昨
年
に

引
き
続
き
よ
り
一
層
頑
張
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

編
集
委
員　

島
田　

遥

学
芸
員
の
い
る
栄
村
を
夢
見
て

　

栄
村
に
学
芸
員
は
い
な
い
と
い
う
現

状
を
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
す
か
。
私
は

こ
れ
か
ら
の
村
に
と
っ
て
学
芸
員
の
力

が
さ
ら
に
必
要
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
す
。

　

学
芸
員
と
は
博
物
館
（
歴
史
や
民

俗
、
芸
術
、
自
然
科
学
等
）
で
働
く
た

め
に
必
要
な
国
家
資
格
で
あ
り
、
主
に

モ
ノ
・
資
料
の
研
究
・
収
集
・
保
全
（
保

管
）
を
高
い
専
門
性
を
以
て
行
い
、
そ

れ
ら
を
展
示
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
そ

の
も
の
の
価
値
を
社
会
に
伝
え
、
発
信

す
る
こ
と
で
、
人
と
モ
ノ
を
つ
な
ぐ
仕

事
で
す
。

　

た
と
え
話
で
、
目
の
前
に
石
こ
ろ
が

落
ち
て
い
た
と
し
ま
す
。
学
芸
員
は
、

石
の
資
料
価
値
を
見
極
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
学
芸
員
が
い
な
け
れ
ば
、

そ
れ
は
た
だ
の
石
で
見
向
き
も
さ
れ

ず
、
収
集
と
保
管
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
情

報
の
発
信
者
、
伝
達
者
で
あ
る
学
芸
員

が
い
な
け
れ
ば
、価
値
は
伝
え
ら
れ
ず
、

博
物
館
は
た
だ
の
「
箱
物
」
に
な
っ
て

し
ま
い
、
そ
の
社
会
的
な
役
割
を
果
た

せ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

大
学
時
代
の
恩
師
が
、
対
象
に
優
劣

の
価
値
が
あ
る
か
な
い
か
で
は
な
く
、

価
値
を
見
い
だ
す
こ
と
の
で
き
る
教
養

と
そ
の
視
点
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
、

そ
の
面
白
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

昨
今
の
県
内
災
害
の
被
害
に
遭
っ
た

資
料
等
を
修
復
す
る
学
芸
員
の
姿
が
新

聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
た
様
子
を
ご

覧
に
な
っ
た
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
資
料
は
そ
の
地
域
に
し
か
な
い
も

の
で
す
。
ど
の
よ
う
な
資
料
で
も
、
過

去
か
ら
受
け
継
ぐ
も
の
は
未
来
の
人
類

か
ら
の
預
か
り
物
、
授
か
り
も
の
と
い

う
見
方
も
で
き
ま
す
。
そ
の
地
域
の
人

た
ち
に
と
っ
て
は
、
縁
あ
る
大
切
な
宝

物
に
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

私
自
身
、
栄
村
で
育
ち
、
10
代
の
こ

ろ
は
自
然
以
外
に
は
な
に
も
な
い
と
友

人
に
栄
村
の
話
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
公
民
館
や
寺
院
で
の
仕
事
を

通
じ
て
、
ま
た
は
公
民
館
報
の
編
集
委

員
と
し
て
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
中

で
、
栄
村
に
生
き
て
い
る
人
、
生
き
て

き
た
人
の
命
の
営
み
を
無
性
に
愛
お
し

栄
村
で
過
ご
す
冬

　

栄
村
で
過
ご
し
始
め
て
５
度
目
の
冬

を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
、
驚
く
ほ
ど

雪
が
少
な
く
日
々
の
生
活
は
し
や
す
い

と
思
い
つ
つ
毎
年
の
事
と
違
う
と
違
和

感
を
覚
え
る
の
を
、
少
し
ず
つ
村
で
の

生
活
が
自
分
の
中
で
馴
染
ん
で
き
た
の

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
れ
だ
け

積
雪
が
少
な
い
と
今
後
に
何
か
影
響
が

出
て
き
た
り
、
異
常
気
象
が
ど
ん
ど
ん

多
く
な
る
の
か
と
不
安
に
思
い
ま
し
た
。

　

毎
年
、
雪
が
本
格
的
に
降
る
よ
う
に

な
る
と
外
に
出
か
け
づ
ら
く
な
る
の
で

家
の
中
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
が
、
そ
ん
な
中
で
も
定
期
的
に
集
落

の
公
民
館
に
集
ま
り
、
編
み
物
や
集
ま

っ
た
人
た
ち
で
歌
を
歌
っ
た
り
、
映
画

の
上
映
会
を
開
い
た
り
す
る
機
会
が
多

い
こ
と
に
活
気
を
感
じ
ま
す
。
中
々
、

外
に
も
出
づ
ら
い
中
で
こ
う
し
て
近
所

の
人
達
や
見
知
っ
た
仲
で
集
ま
り
お
し

ゃ
べ
り
を
す
る
機
会
が
あ
る
こ
と
が
と

て
も
豊
か
な
時
間
の
作
り
方
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
私
自
身
で
も
、
参
加
で
き

る
と
き
は
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
集

ま
っ
た
方
た
ち
と
一
緒
に
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
他
愛
も
な
い
話
を
す
る
の
が
楽

し
く
、
ま
た
、
村
の
こ
と
や
様
々
な
こ

と
を
知
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
と
て
も

有
意
義
な
時
間
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
村
の
こ
と
に
つ
い
て
も
知

く
感
じ
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　

村
外
の
学
芸
員
の
方
と
の
交
流
を
通

じ
て
、
改
め
て
こ
こ
に
あ
る
文
化
や
風

土
を
感
じ
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し

た
。
学
芸
員
の
力
が
地
域
文
化
の
再
発

見
、
地
域
の
子
供
た
ち
へ
の
文
化
教
育

等
、
総
合
的
に
地
域
の
活
性
化
に
将
来

的
に
繋
が
る
存
在
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

ま
だ
栄
村
公
民
館
・
歴
史
文
化
館
へ

い
ら
し
た
こ
と
の
な
い
方
は
是
非
こ
ら

っ
せ
に
足
を
お
運
び
下
さ
い
。
栄
村
に

縁
あ
る
人
々
に
と
っ
て
、ひ
と
つ
の「
イ

エ
」
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
展
示
ス

ペ
ー
ス
も
ご
ざ
い
ま
す
。
先
人
た
ち
の

生
き
た
証
、
営
み
の
あ
と
を
感
じ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、

自
分
の
住
ま
う
地
域
の
当
た
り
前
に
存

在
し
て
い
る
「
宝
」
を
一
緒
に
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

�

編
集
委
員　

梅
津
美
希
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地域史料保全有志の会
鈴木 努（通称：ど先生）
イラスト作成：佐藤洋平

　

年
明
け
か
ら
ウ
イ
ル
ス
性
肺
炎
の

蔓
延
へ
の
懸
念
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て

い
ま
す
。
防
災
用
語
で
有
名
な
寺
田

寅
彦
の
「
正
し
く
お
そ
れ
る
」
と
い

う
言
葉
、
正
確
に
は
「
も
の
を
こ
わ

が
ら
な
過
ぎ
た
り
、
こ
わ
が
り
過
ぎ

た
り
す
る
の
は
や
さ
し
い
が
、
正
当

に
こ
わ
が
る
こ
と
は
な
か
な
か
む
つ

か
し
い
こ
と
だ
」
ら
し
い
で
す
。
こ

れ
は
浅
間
の
噴
火
に
寄
せ
て
、
物
理

現
象
と
感
覚
と
を
摺
り
合
わ
せ
る
の

は
難
し
い
、
と
い
う
読
み
方
が
で
き

る
そ
う
で
す
。
怖
い
も
の
は
怖
い
で

仕
方
有
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
恐
怖
心

を
他
人
に
向
け
な
い
こ
と
を
心
懸
け

た
い
も
の
で
す
。

　

前
回
は
川
番
の
交
番
表
な
ど
を
通
じ
、

森
村
で
け
っ
こ
う
な
数
の
人
々
が
千
曲
川

の
鮭
漁
に
か
か
わ
り
、
出
漁
の
権
利
を
融

通
し
た
り
売
り
買
い
し
て
い
た
こ
と
、
一

日
お
き
く
ら
い
に
川
番
が
立
ち
、
そ
れ
が

お
そ
ら
く
鮭
漁
を
す
る
日
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
お
話
し
を
し
ま
し
た
。

何
度
か
な
さ
れ
た
鮭
運
上
の
免
除
願
い
に

あ
る
よ
う
に
、
不
漁
に
悩
ま
さ
れ
る
時
期

も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
駒
川
・
中
条

川
・
岩
下
川
・
沢
尻
川
（
こ
れ
は
長
と
ろ
・

巻
・
彦
右
衛
門
に
細
分
化
さ
れ
た
形
跡
が

あ
り
ま
す
）
の
川
棚
で
、
多
く
の
村
人
が

近
世
を
通
じ
て
鮭
漁
を
続
け
て
い
た
よ
う

で
す
。

　

こ
の
鮭
漁
が
、
近
世
末
期
に
な
っ
て
大

打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
弘

化
四
年
（
一
八
四
七
）
三
月
に
善
光
寺
地

震
が
起
き
、
栄
村
域
で
も
三
法
山
（
今
の

天
水
山
付
近
の
山
嶺
）で
大
崩
落
が
起
き
、

青
倉
村
で
は
民
家
が
土
石
流
に
襲
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
千
曲
川
ま
で
押
し
出
し
た
土

石
流
が
そ
れ
ま
で
淵
の
よ
う
だ
っ
た
川
岸

を
埋
め
、
急
流
に
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た

（
栄
村
史
水
内
編
）。
ま
た
森
村
の
中
条
川

沿
い
の
田
畑
の
多
く
が
水
を
か
ぶ
っ
た
り

土
砂
流
入
の
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
広
瀬
家
に
残
る
弘
化
四
年
四
月
の

絵
図
に
は
、
千
曲
川
沿
い
に
あ
っ
た
字
沢

尻
・
袖
又
・
沢
尻
と
ど
・
塩
尻
は
ば
・
う

し
お
し
・
谷
の
田
畑
が
、
千
曲
川
満
水
で

同
じ
よ
う
に
冠
水
や
土
砂
災
害
を
受
け
た

様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
絵
図
は

同
年
七
月
の
裾
花
川
決
壊
に
よ
る
大
満
水

よ
り
前
で
す
の
で
、
字
沢
尻
な
ど
で
は
大

満
水
で
さ
ら
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
は
、
千
曲

川
の
ほ
と
り
に
設
え
ら
れ
た
鮭
棚
も
ほ
ぼ

流
失
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
具
体
的

な
記
録
は
あ
り
せ
ん
が
、
絵
図
の
示
す
被

災
箇
所
は
森
村
の
沿
岸
を
ほ
ぼ
覆
い
尽
く

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
隣
村
の
箕
作
村
の

事
例
で
す
が
、
同
村
が
弘
化
四
年
一
〇
月

に
中
野
役
所
か
ら
受
け
取
っ
た
年
貢
割
付

状
に
は
、鮭
運
上
永
二
五
〇
文
を
巳
年（
弘

化
四
年
）
か
ら
亥
年
ま
で
五
か
年
間
免
除

す
る
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
五

年
を
過
ぎ
た
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
・
子

年
）
に
再
び
五
年
間
の
鮭
運
上
免
除
が
言

い
渡
さ
れ
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に

も
ま
た
五
か
年
免
除
と
な
り
ま
し
た
。
森

村
も
こ
の
時
期
は
中
野
役
所
支
配
で
し
た

か
ら
、
同
様
に
免
除
を
受
け
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。免
除
が
長
期
に
わ
た
る
の
は
、

鮭
漁
が
事
業
と
し
て
回
復
で
き
て
い
な
い

か
、
ま
た
は
鮭
棚
の
再
建
が
進
ん
で
い
な

い
こ
と
を
示
す
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う

状
況
が
続
け
ば
、
川
番
な
ど
の
シ
ス
テ
ム

も
次
第
に
崩
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

さ
て
、
結
論
に
至
っ
て
鮭
漁
の
権
利
は

な
か
な
か
難
し
い
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

テ
ー
マ
の
最
初
に
紹
介
し
た
証
文
は
万
延

元
年
（
一
八
六
〇
）
の
も
の
で
、
こ
の
頃

で
も
鮭
漁
の
権
利
は
そ
れ
な
り
の
値
段
で

売
買
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
鮭
漁
が

シ
ス
テ
ム
も
含
め
て
回
復
し
て
き
た
た
め

な
の
か
、
は
た
ま
た
権
利
が
実
態
と
切
り

離
さ
れ
、
資
産
と
し
て
成
立
し
て
い
た
の

か
、
判
断
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
な
ん

と
も
面
目
な
い
次
第
で
す
が
、
鮭
漁
に
つ

い
て
は
新
た
な
史
料
が
見
つ
か
る
ま
で
、

こ
こ
で
一
旦
こ
の
テ
ー
マ
を
閉
じ
よ
う
と

思
い
ま
す
。

被災した字沢尻

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
三
十
七

『
鮭
獲
り
の
権
利
を
売
る
』 （
十
）
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地区

月
東　部

西　部
豊　栄
水　内

秋　山

３月
４日㈬
17日㈫

５日㈭
18日㈬

６日㈮
19日㈭

図書室だより
　どこへ行っても雪の少なさに驚きと心配の話をする毎日。どれだけ雪と深くかかわり、生活に必要だった
か思い知らされます。雪が降らなくて『やることがない！』ならぜひ読書を！
　移動図書は３月いっぱいで終わりですが、役場庁舎内の公民館図書室で、ご利用お待ちしています。また、
返却していない本をお持ちの方は移動図書の時でも構いませんので返却をお願いします。

　警報が出るような荒れた天候の場合、巡回を見合わせる場合
がありますのでご了承願います。詳しい時間は、11月に配付
した巡回表をご覧いただくか、栄村公民館図書室（☎８７-３１１８）
までお問合せください。
　なお、３月最終の週は曜日がいつもと違いますのでご注意く
ださい。今月で今シーズンの移動図書は終わりになります。ご
利用ありがとうございました。

★栄村図書室開放時間★
平　日　午前８時半～午後５時
土・日　午前９時～正午　　　

★栄村図書室３、４、５月休館日★
３月20日㈮～ 22日㈰、４月29日㈬

５月2日㈯～６日㈬

★村内移動図書巡回中★

図書室絵本コーナーリニューアル！

新着図書の紹介
背高泡立草（古川真人）／デッドライン（千葉雅也）／音に聞く（高尾長良）／幼な子の聖戦（木村友祐）
熱源（川越宗一）／最高の任務（乗代雄介）／嘘と正典（小川哲）／スワン（呉勝浩）
夢見る帝国図書館（中島京子）／紙鑑定士の事件ファイル　模型の家の殺人（歌田年）
残された山靴（佐瀬稔）／平場の月（浅倉かすみ）
精鋭たちの挽歌―「運命のエベレスト」１9８３年１0月８日（長尾三郎）／ソロ SOLO（笹本稜平）
心の傷を癒すということ（安克昌）／ケーキの切れない非行少年たち（宮口幸治）
あちらにいる（井上荒野）／すみれ屋敷の罪人（降田天）／とめどなく囁く（桐野夏生）
こども六法（山崎聡一郎）

　絵本コーナーの畳がきれいになり、本棚が増えました。今後、
分かりやすい分類標記や司書が選ぶ子どもに出会ってほしい本
を充実させるなどもっと
使いやすく楽しめる絵本
コーナーにしていきます
ので、ぜひお子さんと一
緒に足を運んで楽しい時
間をお過ごしください。
お待ちしています！

　栄村公民館図書室の土日開放はボラ
ンティアさんがしてくださいます。
　土日どちらかの午前中３時間図書室
にいていただきます。数か月に１度の
当番でも構いません。成人している栄
村民ならどなたでもできます。興味の
ある方は☎８７-３１１８教育委員会事務局
までお電話ください。

図書ボランティアさん
大 募 集
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今
に
な
っ
て
考
え
れ
ば
最
高
の
人
生
を
送
れ
た
か
な
。農
業
一
筋
。

自
分
の
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
ん
で
も
で
き
る
、
そ
こ
が
勤

め
人
と
は
違
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
若
い
頃
当
時
、
公
務
員
よ
り
農
家

の
方
が
収
入
は
多
か
っ
た
。
同
級
生
に
公
務
員
が
い
て
、
私
は
老
後

は
負
け
た
く
な
い
と
思
っ
て
、
農
業
一
筋
で
頑
張
っ
て
い
た
。
中
学

の
と
き
、
二
年
か
ら
職
業
組
と
進
学
組
に
分
か
れ
た
。
私
は
職
業
科

だ
っ
た
か
ら
、
勉
強
は
押
し
つ
け
ら
れ
ず
、
よ
く
読
書
し
て
い
た
。

　

両
親
は
養
蚕
農
家
だ
っ
た
。
天
地
の
畑
を
開
墾
し
て
、
さ
あ
こ
れ

か
ら
と
思
っ
た
と
き
に
養
蚕
は
だ
め
に
な
っ
た
か
ら
、切
り
替
え
て
、

キ
ノ
コ
栽
培
を
始
め
た
。
農
業
は
常
に
サ
イ
ク
ル
が
あ
っ
て
、
家
族

経
営
で
収
益
が
多
か
っ
た
。
毎
日
毎
日
キ
ノ
コ
を
背
中
に
し
ょ
っ
て

出
荷
に
農
協
ま
で
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
出
稼
ぎ
対
策
で
、
い
ま

考
え
れ
ば
惨
め
な
ん
だ
け
れ
ど
、
み
ん
な
元
気
に
張
り
切
っ
て
や
っ

た
。
養
蚕
30
年
キ
ノ
コ
30
年
や
っ
て
震
災
後
に
廃
業
し
た
。

　

農
業
は
面
白
い
、
ぼ
け
て
い
る
暇
が
な
い
。
今
は
10
年
前
に
出
た

本
『
ミ
ツ
バ
チ
が
告
げ
る
人
類
の
滅
亡
』
を
移
動
図
書
で
借
り
て
読

ん
で
い
る
。
栄
村
で
も
ミ
ツ
バ
チ
が
巣
に
帰
っ
て
こ
な
い
現
象
が
起

き
て
い
る
。
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
の
農
薬
が
ミ
ツ
バ
チ
の
帰
巣
本

能
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
農
薬
問
題
は
自
分
で
取
り
組
ん
で
み
な

い
と
人
に
は
勧
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
問
題
が
大
き
す
ぎ
る
が
、

こ
の
ま
ま
続
け
た
ら
大
変
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

目
標
は
健
康
長
寿
、90
歳
ま
で
は
生
き
る
こ
と
！
健
康
で
あ
れ
ば
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
誰
か
の
役
に
立
て
る
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
常
に
目
標
が
あ
れ
ば
い
い
な
。

年輪 161

山
本
一
郎
さ
ん

（
83
歳
）
野
田
沢

獣
ら
の
跡
て
ん
て
ん
と
山
眠
る�

杉
浦
恵
子

鳥
の
声
切
り
裂
き
滑
走
春
ス
キ
ー�

大
塚
幸
一

達
磨
の
目
竹
の
弾
け
る
ど
ん
ど
焼
き�

斉
藤
は
る
子

雲
間
よ
り
日
の
射
し
て
く
る
年
賀
か
な�

柳
　
静
江

う
れ
し
さ
や
孫
よ
り
も
ら
う
バ
レ
ン
・
チ
ョ
コ�

福
原
勇
一

南
極
の
氷
も
崩
れ
雪
降
ら
ぬ
冬�

馬
場
澤
子

暖
冬
で
い
い
の
し
今
朝
の
合
言
葉�

山
田
せ
き

逆
ろ
う
て
流
さ
れ
も
し
て
鴨
の
群
れ�

関
谷
貞
子

病
室
で
冬
日
さ
し
込
み
生
を
知
り�

山
田
政
治

　いつも２人の可愛い笑顔に癒され
て元気をもらっています！
　これからもこの笑顔を忘れずにの
びのびとまっすぐに大きくなってく
ださい！２人がだーいすき♡!!

樋口 光・ゆいさん宅（青倉）

おおきく
な〜れ 大

き
く
な
っ
た
ら
…

大
工
さ
ん
と
釣
り
す
る
人�
大た
い
芽が
く
ん
（
６
さ
い
）

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ミ
ニ
オ
ン�

心こ
こ
花は
ち
ゃ
ん
（
３
さ
い
）

今
月
の
一
句 

〜
栄
村
俳
句
会
〜

訂正とお詫び
　公民館報332号「おおきくなーれ」で掲載した宮尾明里さんで
すが、当時５歳のところ、誤って４歳と掲載しました。
　深くお詫び申し上げます。

　

平
成
２
年
10
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
年
輪
で
す
が
、
令
和
２
年
３
月
を

も
っ
て
、
一
旦
休
止
と
し
、
ま
た
違
っ
た
形
で
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

30
年
間
、
取
材
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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１
月
11
日
に
武
蔵
村
山
市
で
栄
村
の
こ
と
に

つ
い
て
話
し
て
き
ま
し
た
。
武
蔵
村
山
市
の
歴

史
民
俗
資
料
館
で
行
わ
れ
て
い
た
「
栄
村
の
祭

り
」
の
展
示
に
伴
い
、
栄
村
の
歴
史
を
紹
介
す

る
「
栄
村
講
座
」
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
８
年

前
の
地
震
と
去
年
の
台
風
19
号
に
よ
る
災
害
に

つ
い
て
話
し
て
き
ま
し
た
。

　

武
蔵
村
山
市
と
は
姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
今

年
で
ち
ょ
う
ど
30
年
を
迎
え
ま
す
、
遠
い
場
所

に
見
え
て
車
で
行
く
と
意
外
に
近
い
場
所
で
も

あ
り
ま
す
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
皆
さ
ん
は
栄

村
に
来
た
事
が
有
る
皆
さ
ん
で
す
。
毎
年
、
栄

村
に
つ
い
て
の
展
示
を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
の
で
、
歴
史
民
俗
資
料
館
を
足
掛
か
り
に

ぜ
ひ
武
蔵
村
山
市
を
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

こ
ら
っ
せ
友
の
会
会
長　

広
瀬
幸
利

編
集
後
記

おおきく
な〜れ武

蔵
村
山
市
で
栄
村
講
座
開
催

　

今
年
は
本
当
に
雪
が
な
い
冬
で
す
ね
。

　

初
め
て
栄
村
を
訪
れ
て
か
ら
、
１0
年
ば
か

り
の
月
日
が
流
れ
、
公
民
館
報
に
関
わ
ら
せ

て
も
ら
っ
て
１
年
が
過
ぎ
ま
す
が
、
そ
の
中

で
村
の
人
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
に
つ
れ
、
栄
村
は
良
く
も
悪
く
も

雪
が
原
動
力
な
の
だ
な
、
と
改
め
て
感
じ
る

日
々
で
す
。

　

栄
村
に
は
昔
、「
江
戸
行
き
」
と
い
う
風

習
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
秋
の
１0
月
か
ら

１１
月
（
と
て
も
忙
し
い
時
期
で
す
よ
ね
）
に

か
け
て
、
少
年
た
ち
が
家
族
の
許
し
も
な
く

こ
っ
そ
り
と
東
京
に
冬
働
き
に
出
か
け
て
行

っ
た
そ
う
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
江
戸
行

き
と
い
う
名
目
で
都
会
に
出
た
思
い
出
が
あ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

東
京
へ
の
あ
こ
が
れ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
冬
と
い
う
時
期
を
考
え
る
と
、
や
っ

ぱ
り
雪
が
嫌
だ
っ
た
の
か
な
、
な
ど
と
想
像

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

雪
の
多
い
冬
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
茸

生
産
の
開
発
を
し
た
り
、
効
率
よ
く
除
雪
す

る
た
め
に
重
機
を
改
造
し
て
み
た
り
、
て
わ

る
さ
で
仕
事
を
作
っ
て
き
た
方
々
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
昔
、
暮
坪
で
は
ハ
バ

キ
（
脚き

ゃ

絆は
ん

の
こ
と
）
の
生
産
が
盛
ん
で
「
ク

レ
ツ
ボ
ハ
バ
キ
」
と
言
っ
て
一
種
の
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
し
、
秋

山
で
は
木
工
製
品
が
盛
ん
に
な
り
、
今
で
も

伝
統
工
芸
品
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

　

雪
が
降
る
前
に
、
シ
ャ
カ
リ
キ
に
な
っ
て

秋
の
収
穫
や
雪
囲
い
冬
支
度
を
し
ま
す
し
、

雪
が
降
れ
ば
、
み
ん
な
わ
く
わ
く
し
た
よ
う

に
外
に
出
て
雪
堀
り
を
し
て
い
ま
す
。
わ
く

わ
く
す
る
の
は
最
初
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
（
笑
）。
そ
う
い
っ
た
雪
に
関
連
す
る
い

ろ
い
ろ
な
仕
事
や
行
動
が
、
栄
村
の
生
活
・

文
化
・
考
え
方
と
し
て
今
も
根
付
い
て
い
ま

す
。

　

今
年
の
よ
う
に
雪
が
な
い
と
、
雪
に
対
す

る
張
り
合
い
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ス
キ
ー
場

や
除
雪
の
仕
事
も
困
り
ま
す
ね
。
ア
ウ
ト
ド

ア
の
イ
ベ
ン
ト
や
雪
ま
つ
り
も
集
客
が
見
込

め
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

雪
が
降
れ
ば
、
面
倒
で
、
大
変
で
、
い
や

に
な
る
の
か
と
思
い
ま
す
が
、雪
が
な
い
と
、

一
時
期
は
暇
で
よ
い
け
ど
、
後
々
も
っ
と
大

変
に
な
っ
て
く
る
。
良
く
も
悪
く
も
私
た
ち

は
「
雪
発
電
・
雪
充
電
」
を
し
て
生
き
て
い

る
の
か
な
。
と
も
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
暖
冬
、
地
球
温
暖
化
の
せ
い
だ
と

か
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、（
少
し
前
に
「
そ

れ
は
で
っ
ち
あ
げ
だ
！
」
な
ん
て
言
っ
た
大

統
領
も
い
た
り
し
た
よ
う
で
す
が
。）
本
や

テ
レ
ビ
な
ど
を
見
て
調
べ
て
み
る
と
、
産
業

革
命
の
あ
と
の
C
O
2

、二
酸
化
炭
素
の
増

加
量
は
そ
れ
ま
で
に
な
い
く
ら
い
で
、
地
球

に
何
か
し
ら
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
な
、
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

昔
、
村
は
「
自
立
」
を
掲
げ
、
こ
れ
ま
で

皆
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
時
代
も
令

和
に
代
わ
り
ま
し
た
し
、
私
た
ち
の
原
動
力

の
雪
が
消
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う「
深
雪（
親

切
）
の
村
」
を
掲
げ
、家
族
に
も
、他
人
に
も
、

自
然
に
も
、
そ
し
て
雪
に
も
優
し
い
生
活
を

送
る
、
日
本
一
環
境
問
題
に
取
り
組
む
村
と

し
て
こ
れ
か
ら
進
ん
で
い
っ
て
も
良
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
も
一
石
を
投
じ
ろ
、
と

編
集
会
議
で
言
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
少
し
投

じ
た
編
集
後
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

（
勇
）

日
　
時

３
月
15
日
㈰�

午
前
10
時
か
ら

場
　
所

栄
村
役
場
２
Ｆ
議
場
兼
大
会
議
室

入
場
無
料

※
前
回
の
公
民
館
報
か
ら
場
所
が
変
わ
り
ま

し
た
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

公民館
講座

心
の
抱
っ
こ

「
心
の
抱
っ
こ
」
と
は

　

心
の
抱
っ
こ
は「
気
持
ち
を
抱
き
し
め
、

よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築
い
て
い
く
た
め

の
方
法
」
で
す
。「
赤
ち
ゃ
ん
の
抱
っ
こ

の
方
法
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
単
な
る
理

屈
で
は
な
く
、
30
年
以
上
に
わ
た
る
具
体

的
な
実
践
の
中
で
検
証
さ
れ
て
き
た
ノ
ウ

ハ
ウ
な
の
で
、
親
が
よ
り
良
い
子
育
て
を

し
て
い
く
た
め
に
も
、
子
育
て
支
援
者
が

親
子
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
た
め
に
も
実

際
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
年
齢
は
、
赤
ち
ゃ
ん
・
幼
児
は
も

ち
ろ
ん
、
小
学
生
以
上
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢

の
お
子
さ
ん
に
応
用
で
き
ま
す
。
健
常
児

だ
け
で
は
な
く
、
障
が
い
を
持
っ
た
お
子

さ
ん
や
、
成
人
障
が
い
者
に
対
し
て
も
有

効
で
す
。

�

（
日
本
抱
っ
こ
協
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
抜
粋
）




